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昨年度の岡山県に引き続き今年度は九州芸術工科大学・九州産業大学と共同で山口県の調査
を行なった。県下561t涓丿村のすべてから予備調査表の提出がありその数は1377件320514;に達し
た。その内調介員が実査（第１次調査）したものは298f1652棟で，さらに平而実測をともなう粘
査対象（第2次調在）にあげたものは，神社117棟，寺院104棟である。調査の分担は九州班が日
本海側を当研究所班が瀬戸内側を受持った。今回報告する研究所班の調衣地は下関Ilfから岩国
市までの36市町村で県下のほぼ３分の２を占め宇部市以西は長門，以東は川防に属する。
神社建築　県下の神社姓築ではfTIE吉り11社本殿（下関市･1370)や今八幡宮本殿（山口市･1504）
など６件10哇の中世姓築が既に国指定になっている。今回の調査ではこれらに続く中世末ない
しは近世初頭の託殴の存在が期待されたが，結果は鰐鳴NI託木殿（山口市・1686）が最古で，以
下岩隈神社本殿（玖珂町・1691）志多里神社木殿・拝殿（山口市・1693）などかろうじて17世紀に
入るものが７棟あるのみで，その他はすべて18世紀以降の建立になり，その閧百年余の空白が
あることがわかった。二次調査をおこなった神社木殿39棟の形式一年代別を表にあげる。この
うち人ほ屋造はもと人内氏ゆかりの興隆寺東照宮であったという築山神社「山口ll」≒1742)ただ
１棟のみで，あとは流れ造またはその系列に屆するものであるからあきらかに流れ造の独占す
る地域であるといえる。申枇には流れ造のほかに春|］造（石城神社・1469)や入母屋造（古熊神
社・1547)が混在するのとやや趣を異にしている。拝殿は今八II唄宮にみられる一問随門の両側
に翼廊をともなった形式のものが各年代を通じて辿存し，しかもそれか長門にはなく周防に限
られることは特徴的である。嘉川神社（山口ill ･ 1694)が雌も古いが，総じて全休に木太く，か
つ斗拱は六支掛の;ljl］をふむなど正規の造りよりなっていて実年代よりも古式にみえる。この形
式の拝殿に限り中世の木割りがあまりくずれることなく後世にまで伝承されたともいえよう。
これ以外の拝殿は，桁行３間・梁間２問で前後に梁を架け，内部の外周を化粧屋根裏として中
央部に天井を張るのが一般的標準型である。
寺院建築　県下の寺院を宗派別にみると，その７割近くが浄土真宗で，残りを浄土宗，禅宗
系，密教系などで分っている。数少ない密教系寺院では清水寺木堂（山口市・1493）や正法寺本
堂（山陽:町・16皀紀）はともに五問堂で後の改造は人きいがあきらかに巾|ltの建築である。県下

唯一の七間堂として国分寺金堂（防府市･1780）がある
。年代は古いとはいえないが奈良時代か

らの寺地に位置し，往時の五間四面堂の面影を残す堂々

たる建物で
，に王門(1767)とともに威容を誇っている。

三間堂は木堂に付属するお堂に多く，宝形造や入母屋造
の形になる。　福楽寺観音堂（柳井市）は寛永12年と伝え
改造は多いか県下に数少ない近世初頭の建物として貴重
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な存在である。禅宗系寺院の多くは中世以来の伽藍を伝え，国指定仔,堂はほぽこれらの寺院に
含まれるが，未指定の巾では巧山寺総門（下関市）が古い。棟木まで延びる親柱をもつ四脚門
でおそらく仏殿と同時期までさかのぼり得よう。禅宗様式になる仏堂では覚苑寺本堂（下関市
・18世紀中丿漢陽寺法堂（鹿野町・18世紀巾）高山寺仏殿（柳井市・18隰紀末）などかある。いずれ
も年代が降るだけに純粋性を保ち得ず部分的に和様の介入を許しているのはやむを得ないこと
であろう。方丈系木堂では徳厳寺木堂（徳山市･1684）と乗髷寺木堂（山口市・1691）が171!|:紀に
入る。ともに柱の数が多く古式を残す点では共通性がある。褝昌寺（山口市）は文政の大火で
伽藍を失ない現在のものはその餃の再建になるが，境内の雰囲気は禅宗寺院独特のものをも
つ。　浄土宗と貞宗本堂は18 |H:紀以降のものより残っていずすでに定形化された形を示してい
る。ただ，18匣紀後半の明和・安永になっての建立例が急増し，その限られた年代と形式内に
あってより大型により精巧にという意図かうかがえるFI櫑llも多い。仏堂の他にはlllD欽守堂・
厨子などかある。門では泰雲寺［山口市一室町末・IJ叫］門）笑山寺（下関市・17匣紀初・四脚門）が，
鍍守堂では清水寺（山口市・1566 ･ 一一間社流造）正法寺（山陽町・17111紀末一一一欄社流造），厨子では
純粋な禅宗様式の法泉寺（宇部巾・1530）が巾111Eあるいは近|||吻丿顫のものとして遺存する。
中世，山口を中心にして中川地方を支配していた人内氏は，その文化政策の一環として各地
に社寺を造立した。そのうち現在辿存するもののほとんどは既に114指定の重要文化財となって
いる。今回の調査はこれら人内時代の遺構の発見を含めて，そのあとを襲った毛利時代の阯寺
建築の動向を追求することにあった。今回前者の目的はある程度illll’.Jたされたものの，標題の近
世社寺建築については特に藩制防期の遺構が極端に少ないこともあって充分にその流れをつき
とめるには至らなかった。しかし, 181!t紀に入るとM:寺の造営活動は活溌になるとともにその
遺存例が増し, 181!t紀の末に最盛期を形成するという過程をとらえることができた。その理山
としては，やはり毛利藩が関ヶ原の敗戦後，防長二州にとどめられたことに起閥するとみるの
が妥当であろう。そしてその後の瀬戸内沿岸の新川悧発・産業の振興などの施策が尖をあげ経
済的な余裕がきざすとともに社寺に対する関心も再認識されてきたものと思われる。
なお近々に諞査結果の槻告占が刊行される予定である。　　　　　　　　　（細見　啓:E）

正八幡宮社殿（秋穂町・1739)
-
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